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間がおよそ 144 psであることを初めて見積もることができた。 
また、電子バンチを変形させることによって、放射光パルスの時間幅を 40 ps（FWHM）
からより短くすることができる。低-α モードという運転では 10 ps（FWHM）程度のパル
ス幅を実現でき、これを用いて同様の時間分解 X線回折測定を試みた。結果、通常運転と
同じ測定結果が得られ、これまで測定した時定数は測定系の時間分解能によって制限され
ているものではなく、現象自体の時定数を表していることが明らかになった。 
